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１．概要（Summary） 

このプログラムの目的は、脆いガラス材料に延性のある

金属ナノ粒子を組み込むことで、ガラス材料の破壊靭性

を向上させることである。我々は、粒子径の異なる Niナノ

粒子を SiO2ガラスに析出させることに成功した。ナノテ

クノロジー・ハブおよびナノテクノロジープラットフォームに

おいて、FE-SEMおよび TEM観察により微細構造の特

徴を明らかにした。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

超高分解能電界放出形走査電子顕微鏡 

 

【実験方法】 

SiO2 と Ni ナノ粒子のスパークプラズマ焼結（SPS）に

より、粒径の異なる Ni ナノ粒子を SiO2 ガラスマトリック

スに分散析出させた。このサンプルの断面および表面の

SEM観察を行った。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

平均粒径 119±15nm（Fig.1(a)）と 30±3nm（Fig.1(b)）

の 0.5vol%Niナノ粒子をSPSによりSiO2ガラスに析出さ

せることに成功した。破壊靱性は粗大なNiナノ粒子を析

出させることで 0.71 ± 0.02 から    Pamに

著しく向上したが、微細な Niナノ粒子を析出させることで

靱性は中程度の増加 (1.02 ± 0.03 MPam1/2) を得た。 

 

Fig. 1 Coarse (a) and fine (b) Ni nanoparticles 

incorporated SiO2 glass. 

 

 

４．その他・特記事項（Others） 

・他のナノプラ実施機関利用：大阪大学（F-21-OS-0054） 
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